
Aブロックの「歩」ベスト３です。

ふ？ ほ？ あるく あゆむ。読み方自由の漢字お題でした。

あなたなら、どの作品を推しますか。

そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。









「歩」本選Ａブロック作品講評

今週から、イチオシフレーズ欄に言及のあったものは、すべて
掲載することにします。
たったひとことが、だれかの心に止まったら、それもまた、た
いせつな記念碑だと思いますので。

１　歩く喜び   9位   2ポイント

　「初めて歩いた赤ちゃんは……」のくだりで、ぽっと心が明
るくなります。
　「歩」にきちんと焦点をしぼって、短いながらもメッセージ
性のあるフレーズたちが、今週の表紙を飾ってくれました。

２　昼下がり   5位   8ポイント

　サッカー少年とのつかの間のふれあいを通して蘇ってくる昔
の記憶。共感を誘うすなおな展開で引き込まれます。
　ラスト、できれば「少年がんばれ」と人まかせで終わらず、
自分自身を見つめ直す何かをほんのり感じさせていただくと、
より良かったか。
　イチオシフレーズ：「オリンピック」　→ワールドカップに
したかったね。

３　あるかぶとむしの訓、辞   3位   14ポイント

　すてきすてき。１１×９歩に感じるやすらぎ。言われて気づ
く人間視線の尊大さ。
　人生、もとい虫生を肯定的にとらえる「めたびー」君のお話
は、イヤミがない口調なので、すなおに聞けて、ここちよく降
参です。
　それにしても「訓、辞」の意味をみんなでいっしょうけんめ
い考えたのに単なるタイプミスだったなんてそんなあんまり
な。目立ちすぎて気づかない？
　イチオシフレーズ：「めたびー」「触覚の角度」

４　この大学で、今あたしは。   4位   11ポイント

　「光」というたとえを用いることで、かなってしまうと消え
てしまう別のもの。葛藤、無念、乗り越えての今。引いた視線
でたんたんと描ききって、すばらしいです。
　べたべたの恋愛ドラマになってしまいがちの設定なのに、一
人称も「あたし」とベタなのに、こんなにもからりと乾いた風
を吹かせることができるなんて。ひのうえ、日蝕、やはりこの
作者さんには、明るいものが似合うのか？



５　漢字クイズ   9位   2ポイント

　グレイトな作品が続きます。
　メッセージでもなく、ストーリーでもなく、発想力のみごと
さで勝負。よくも見つけたなあと、そして、よくもここまで作
り込んだなあ、と答えにたどりついたあと、しばらく唖然でし
た。
　イチオシフレーズ：「もう、わかりましたね」「□歩き」

６　歩   12位   0ポイント

　人生を歩みにたとえて、というのは、今回、わりとよく見ら
れたパターンですが、これは力尽きて倒れるのではなく、受け
継ぐ、という終わり方が明るくて良かったです。
　「真っ白な暗闇」の意味をお茶会で作者さんに伺ったら、先
のわからない未来を「白」で表現されたかったんだそうな。な
るほど。ちゃんとイチオシフレーズに選んだ班もありました。
　イチオシフレーズ：「ボクは　今　歩いている」「真っ白な
暗闇」「生まれた時から続く足跡を見て自分の存在の温かさを
得る」（温かさってスゴイなあ、とコメント付き）
　ということで、票は入らなかったけれど、今週のイチオシフ

レーズ大賞を受賞しました。おめでとう！

７　「歩」の風景   1位   17ポイント

　より凝ったポエム・スタイルへ。
　てくてくてくてく、雨ニモ負ケズの賢治師匠の羅列調の言葉
のリズムを巧みに写し取って、自分のリズムを作り上げた技に

乾杯です。ハイレベルの混戦を制し、一票差での首位、お
めでとう!!
　イチオシフレーズ：「歩く、歩く、歩く、歩く。」「道路の
白いライン上だけを歩いてみたり」

８　それは間違っている   5位   8ポイント

　重い問いかけを、ギリギリギリギリと自分自身を追い込むよ
うに思考をめぐらせ、親しみやすい比喩やネタをうまく差しは
さみつつ、ずしりと着地。ビートたけし的視線とでも言いま
しょうか。「正統派！」（A-9班）「ものすごい同感」（A-5
班）などフロアでも評判でした。希少な論客、次回もぜひ鋭い
匕首（あいくち）を読み手に突きつけてくださいませ。
　イチオシフレーズ：「そうじゃない」「メガネの人に対する
違和感のなさ」



９　歩道橋   9位   2ポイント

　とても実感のこもった歩道橋の思い出話。映画の主人公のよ
うに、のくだりなんて、特に「あるある」と実感を誘うので
は。
　ラストの「見上げる」の意味が謎でしたので、作者さんに
伺ったら、車を運転する光景、だそうな。
　イチオシフレーズ：「飛び降りて」

１０　片割れ   2位   16ポイント

　赤ずきんちゃん、自己分析が済んで、病院へ行く？
　トリックやレイアウトの妙が光った前２作と変えてきたとこ
ろが、さすが王者です。
　状況のシリアスさがほんとに真に迫って描かれていて、だか
らこそ、不完全なモノは要らないと暴発するまでの気持ちの流
れにしっかり寄り添え、ダークな気分に浸れました。

１１　競歩～Race Speed Walking～   7位   5ポイン
ト

　あの、そこはかとなくユーモラスな競技姿勢が印象的な「競
歩」という種目に焦点をあて、ある出会いを機にその魅力を
語っていただきました。
　ていねいに描かれてはいるのですが、競歩の良さをアピール
するなら、ルールやみどころを、もっと積極的に紹介したほう
が良かったのでは。

１２　猫   7位   5ポイント

　猫に化けた僕の過去。なにやらゲド戦記のような印象。
　最初はふつうの猫かなあ、とかわいらしさでするする引き込
まれて、ラスト、小さな髭を一本、読者にもチクリと刺して去
る。不思議気分の展開で、なんだったんだ今のは？　と煙に巻
かれつつ、しっかりファンタジー気分を味わわせていただきま
した。
　もうちょっと伏線張ったほうが良かったですかね～と、お茶
会で作者さんに相談されたのですが、いえいえ、こういうフシ
ギ物は過度な説明はヤボなだけなのでは？


